
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教職員と、保護者・市民、みんなのための学習会 

特別支援教室と学校の未来   
 

共催：東京都教職員組合八王子支部・子どもと教育を守る八王子市民の会 

後援：八王子市教育委員会 

『その子にあったオーダーメイドの 

教育が受けられる学校であったら』 

星山麻木先生をお招きして、３月１２日（土）特別

支援教室の学習会が由井市民センターみなみ野分館で

行われました。休日にもかかわらず、現職教職員、保

護者、市民６０名ほどの参加で、有意義な学習の時間

を持つことができました。星山先生のお話は、長年か

かわってこられた特別支援教育はもとより、教育の本

来目指すべきあり方を、わかりやすく、楽しく示唆さ

れる内容でした。特別支援教育が「特別支援」ではなく、どの子も自分に合った「支援」を受け学べ

ること、その子にあったオーダーメイドの教育が受けられる学校であったらと願うばかりでした。 

 

『教師が自分のことを理解する』 

学校に行くことが不安な子どもたちに対して、「もし私が当事者だったら？」、「自分は教師とし

てその子にどんな言葉かけをするだろう？」と自分自身に問いかけているか。  

算数の時間、初めの 3 時間でかけ算がみんな言える→言えない子、何倍も練習してもできない子や

努力では解決できない子にどう寄り添えるか。 

小学校、中学校，高校と進むにつれて、その教科が得意な教師が教えている。学年が進むほど教え

るのはその強化のスペシャリスト。本当にできない子の気持ちが理解できているのか。空間認知能力

の差異から、どんなに視力が良くても、線が歪んで見えたり、線と音符の位置関係が認識できなかっ

たり、そんな子どもたちは、みんなができるようになっても、努力では音符が読めない、音符がわか

らない。不安な子どもを、熱い思いから頑張らせて、さらに追い込む。 

 

『先進国では、オーダーメイドの学習。みんなが楽しい。』 

 鍵盤ハーモニカ、リコーダーなど日本のようにどの子も同じようにやっている国はない。フィンラ

ンドの音楽授業では、全員リードボーカル、全員リードギター，みんなが好きなところ、希望のパー

トをやるので楽しい。人気のない楽器のパートは教員が担当する。ドイツの小学校では、リコーダー
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の穴の数が子どもによってみんな違う。その子とお母さんと先生で穴の数を相談して決めていく。そ

の子にあった楽器だから、どの子も音楽を楽しめる。少人数で、教員も複数以上、人的にも柔軟に対

応できる。星山先生のお話では、海外では学校に行きにくい子は日本ほどはいない。 

 

『6項目でみんなできるが多数、それ以外のレアタイプの優れた能力を潰す同調圧力』 

 WISC 認知×非認知、言葉はわかるか、計算できるか、、、、6 項目をみんなできる子が多数派

で、それ以外がレアタイプ？みんなと違うのに不安、みんなが多数派なのでレアタイプに共通項の向

上を求める。そして、人と違うタイプを多数派の評価項目に当てはめる。同調圧力が、レアタイプの

子どもたちの素敵なところやみんなと違った優れた能力を押し下げてしまう。 

 

最後に、星山先生のお話で心に残ったことは『温めるということが特別支援。みんな違う役割を持

って生まれてきて、そこに居るだけで良い。doing ではなくて being。その子のやりたいこと、得意

なことを温める』ということでした。筆者は教師なので『教師こそ自分の特性がわかっていることが

大切』という言葉も印象的でした。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年３月１７日 

都教組八王子支部   

選挙管理委員長 加治 雅子 

過半数を超える信任により、すべての立候補者が役員として信任されました。 

執行委員長   佐々木 清明（南大沢中）      執行委員   秋元  優和（南大沢中） 

執行副委員長  三浦 真岐子（長沼小）                      井上  美子（宇津木台小） 

書記長     山内  幹子（高尾山学園）                  吉井  裕美（七国小） 

書記次長    源田 洋二郎（上柚木中）      本部委員    三浦 真岐子（長沼小） 

財政部長    山木  清孝（みなみ野中）    財政監査委員  竹内  克子（城山小） 

執行委員    山中  康生（鑓水小）                      山本  千秋（第七小） 

              佐々木 大典（加住小）                                        以 上 

                            

3 月 12 日(土)、特別支援教室の学習会の後、有

志で八王子みなみ野駅前にて宣伝行動を行いまし

た。道行く若者たちもプラカードに関心を寄せて

いました。報道では、子どもや女性、お年寄りな

ど民間人の死傷者が連日増え、ロシア侵攻の悲惨

な状況は首都キエフにとどまらず西部を含む全土

に広がっています。戦争反対、ロシア侵攻反対の

声を、ひとり一人ができる形で大きく広げていき

ましょう。 


